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コーナー着信ランプ 
外線や内線着信時点滅します。  

フックボタン：転送機能と同様です。 
特殊ボタン：ワンタッチ登録時などに使用します。 
スピーカボタン：ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰ通話時などに利用します。 
転送ボタン：転送する際に利用します。 
クリアボタン：操作をもとに戻すとき利用します。 
メニューボタン：サービスメニューを表示します。 

可変機能ボタン 
外線着信ボタンやワンタッチが割り当てられます。 

ソフトキー 
発着信履歴の確認、短縮ダイヤルに登録されている
相手先の検索や代理応答などの項目を選択する際に
利用します。 

保留ボタン：電話を保留する際に利用します。 
発信ボタン：利用しません。 

UP/DOWNカーソル 
カーソルを上下に動かす際に利用します。 

外観および各部名称 

1-1 ～DT（24D/WH）～ 
1.固定電話機 
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1-2 ～DT（12D/WH）～ 

4 

コーナー着信ランプ 
外線や内線着信時点滅します。  

フックボタン：転送機能と同様です。 
特殊ボタン：ワンタッチ登録時などに使用します。 
スピーカボタン：ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰ通話時などに利用します。 
転送ボタン：転送する際に利用します。 
クリアボタン：操作をもとに戻すとき利用します。 
メニューボタン：サービスメニューを表示します。 

可変機能ボタン 
外線着信ボタンやワンタッチが割り当てられます。 

ソフトキー 
発着信履歴の確認、短縮ダイヤルに登録されている
相手先の検索や代理応答などの項目を選択する際に
利用します。 

保留ボタン：電話を保留する際に利用します。 
発信ボタン：利用しません。 

UP/DOWNカーソル 
カーソルを上下に動かす際に利用します。 

外観および各部名称 
1.固定電話機 
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※上図のボタン割付けは、あくまで一例です。 
 ボタン割付けは個社様、仲卸店舗様により変動します。 

■外線ボタン 
外線が着信するボタンです 
着信の際はこのボタンを押下し電話を取ります。 
また、同一番号の外線ボタン数分同時に着信が 
可能です。 

■ワンタッチボタン 
頻繁にかける番号へワンタッチで発信するための 
ボタンです。 
外線番号、内線番号が登録可能です。 

外観および各部名称 

2-1 ～主要機能説明～ 
2.可変機能ボタン 
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基本的な使い方 

ダイヤルトーン 
（ツーツーツー・・・） 
を聞く 

内線発信  ： 【相手先内線番号（XXXXX）】 
        ※自分の内線番号を通知します。 
 
外線発信  ： 【０】＋【相手先外線番号】  
        ※個社様、仲卸店舗様の外線番号(6633-XXXX)を通知します。 

※スピーカボタンと受話器を上げる動作は同じです。 
※どちらを使用してもかまいません。 

スピーカ 

ダイヤルボタンを押す 

または 

受話器を上げる スピーカを押す 

発信： 

① 受話器を上げて（または    を押します）相手先電話番号をダイヤルします。  
 
② 通話完了後、受話器を下します。 

スピーカ 
1-1 ～電話をかける～ 

1-2 ～ダイヤルの仕方～ 

1.電話をかける 
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基本的な使い方 

2-1 ～自内線着信への応答～ 
① 着信ベルが鳴り、      ボタンが点滅します。 

 
② 受話器を上げて、応答します。 

 
③ 通話完了後、受話器を下ろします。 

マイライン 

受話器を上げる 

マイライン 

内線番号に着信するとレンタル固定電話機のマイラインボタンが赤点滅します。 
合わせて着信ベルが鳴り、コーナーランプが点滅します。  

   着信 
(着信時赤点滅) 
 

通話開始 

2.電話をうける 
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基本的な使い方 
2.電話をうける 
2-2 ～外線着信への応答～ 

外線 ① 着信ベルが鳴り、      ボタンが赤点滅します。 
   
② 赤点滅している       ボタンを押すと発信者番号に対応する電話帳のデータを 
  ディスプレイに（10秒） 表示することができます。 
    ※電話帳登録が無い場合は、電話番号のみ表示されます。 
  ※同時着信の2番目以降の場合、ディスプレイの最上部に話中と表示されます 
 
③ 受話器を上げて通話をしてください。 
 
④ 通話完了後、受話器を下ろします。 

外線 

受話器を上げる 

着信時 
赤点滅 

赤点滅の 
ボタンを押す 

通話時 
緑点灯 

外線ボタンが 
赤点滅し、 
呼出し音が鳴る 

通話終了後 
受話器を降ろす 通話開始 

話中 
○○社 △△さん 

発信者名が表示される 
※同時着信の2番目以降の場合、 
ディスプレイ最上部に話中と 
表示されます 
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基本的な使い方 
3.電話を保留する 

保留操作をした固定IP電話機でのみ、保留を解除し通話を再開することがで
きます。 

3-1 ～保留する（自己保留）～ ※保留した電話機でのみ保留解除可能 
① 通話中に、電話機の     ボタンを2回押します。                   
  －保留された側に保留音が流れます。 
  －保留したボタンが速い緑点滅します。 
 
② 受話器を下ろします。 
 
   
 

保留 

3-2 ～保留を解除する～ 
① 受話器を上げます。 

 
② 緑点滅しているボタンを押して保留を解除します。 
  ※操作内線以外のラインボタンは赤点灯 
   
 

保留方法： 

保留ボタンを2回押す 

保  留 

緑点滅 

保留中 
♪ 

通話中 通話相手に 
保留音が流れる 

受話器を下ろす 

解除方法： 

緑点滅 

保留中 
♪ 

受話器を上げる 保留したボタンを 
押して解除 

再通話 通話相手に 
保留音が流れる 
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基本的な使い方 
4.電話を取次ぐ 

保  留 

4-1 ～保留する～ 
① 通話中に、電話機の     ボタンを押します。 
  ※保留された通話相手には保留音が聞こえます。 
 
② 保留した電話機の代表ボタンが緑点滅します。 
 
③ 受話器をおろします。 

   －操作端末は緑点滅/同じグループの電話機は赤点滅 
     －保留をした通話に一定時間（7分30秒）応答がない場合、保留をした電話機に 
      呼返しを行います。 

 
 
   
 

保留 

保留方法： 

保留を押下する 
代表 

ボタン点滅 

保留中 
♪ 

通話中 
相手に保留 
音が流れる 

受話器を下ろす 
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基本的な使い方 
4.電話を取次ぐ 

代表 

4-2 ～保留に応答する～ 
① 受話器を上げます。 

 
② 保留中の相手先と通話するために、赤点滅している代表ボタンを押します。 

 
③ 保留されていた通話相手は、保留音から通話に変わります。 

保留に応答できる電話機は同一グループの固定IP電話機でのみ応答可能です。 

※同じ外線番号が割り付いている電話機では緑ではなくボタンが赤色に点滅しています。 

他内線 

再応答： 点滅 

代表 

代表ボタン 
を押して解除 

保留中 
♪ 

相手に保留 
音が流れる 

通話 受話器をあげる 代表 
ボタン赤点滅 

保留操作した内線 

点滅 
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基本的な使い方 
4.電話を取次ぐ 
4-3 ～相手先確認後、転送を行う～ 

① 相手との通話中に     を押します。 
  ※転送される側は保留音が聞こえます。 
 
② 転送される方は、転送先番号をダイヤルします。 
 
③ 転送先を呼び出し、転送することを伝えます。 
  －転送先を呼び出し中に取り消す時は再度      を押すことで解除します。 
 
④ 転送される方が受話器を下ろし、通話を切ると保留されていた方の通話が 
  転送されます。 
   （転送が完了すると、転送先電話のディスプレイ表示が発信元の番号に切り替わります） 

転送 

転送 

転  送 

転送ボタン押下 

＊ ０ ＃ 

７ ８ ９ 

４ ５ ６ 

１ ２ ３ 

転送先内線番号 
をダイヤルする 

相手応答後転送の旨を 
伝え受話器を下ろす。 

転送相手が応答しない場合 

転  送 

転送ボタン再度押下 

元の通話相手に 
戻ります。 

転送先を間違えて他の内線へ転送した場合 

間違った転送先 
の相手に電話を 
切ってもらう。 

相手に切って 
もらうと元の 
通話先に戻り 
ます。 

通話中 

ツッツッツ 
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便利な使い方 
1.リダイヤル 

① カーソルボタンの左（最/短ボタン）を押します。 
  －直前の発信履歴が表示されます。  
 
② カーソルボタンの左（再/短ボタン）を押して、再発信したい番号を表示させます。 
  －カーソルボタンの左（再/短ボタン）押す度に1件前の履歴が表示されます。（最大5件） 
 
③ 受話器を上げて＃ボタンを押し、通話してください。 
 
④ 通話完了後、受話器を下します。 

再/短 リダイヤル   0１ 
00612345678 

発信履歴（電話番号） カーソルボタンの左を押して 
発信履歴が表示する 

再/短 

左を押すと1件前を表示 

リダイヤルしたい番号を 
表示させる。 

（履歴は20件まで） 

通話開始 ＃ボタンを押すと、 
発信します。 

受話器を上げる 
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便利な使い方 
2.ワンタッチ呼出し 
① ワンタッチ呼出しボタンを押します。※事前に登録が必要となります。       
② スピーカランプが赤色に点灯し 登録されている相手先に自動発信します。 
③ 受話器をあげて通話してください。 ※受話器をあげるとスピーカランプは消灯します。 
④ 通話完了後、受話器を下ろします。 
 

受話器を上げる ワンタッチ呼出し 
ボタンを押す 

予め登録した番号 

スピーカランプが 
赤点灯する 通話開始 

ワンタッチ呼出しボタンへの番号登録方法 

① 特殊ボタン    を押します 

② 特殊ボタン    の ランプが赤色点灯    します 

③ 記憶させるワンタッチ呼出ボタン     を押します 

④ 登録したい電話番号（最大32桁）をダイヤルします  （外線の場合は「０」＋相手先番号） 

⑤ 特殊ボタンを特殊ボタン    の ランプが消灯します。 
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① 自グループ内の電話機に内線着信 
 

② 代理応答を行う電話機にて受話器をあげます。（または       を押します。） 
 

③ ソフトキーの【ピック】を押します。 
 

④ ピックアップが完了し、代りに相手と通話できます。 
 

⑤ 通話が終了したら受話器をおきます。 

15 

便利な使い方 

 ～内線ピックアップ（代理応答）～ 

スピーカ 

他電話機着信中 
（内線に着信） 

♪♪♪ 

同じグループの 
固定IP電話機 

受話器を上げる 通話開始 
コールピックアップ 

ソフトキー「ピック」を押す 

 
 

 20１３年 １月 1日（月）  AM10:00 
 不在   ﾋﾟｯｸ              ＞＞＞ 

3.他の電話機から応答する 

・同一ピックアップグループのレンタル固定電話機への着信に対して 
 応答可能です。 
・グループ内に複数の着信がある場合、どの着信をピックアップするかの 
 指定はできません。 
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便利な使い方 

 4-1 ～表示濃度の調整～ 
4.各種調整 

濃度調整（8段階） 

カーソルボタンの上下を押して 
ディスプレイの表示濃度を調整します 

上を押すと 
表示濃度が濃くなる 

下を押すと 
表示濃度が薄くなる 

2016年 6月 3日（金）  PM 1:28 

 
表示濃度   －－－－－－－ 

 カーソルキーの上下を押します。（上:濃度アップ 下:濃度ダウン）   
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便利な使い方 

 4-2 ～スピーカ音量の調整～ 
4.各種調整 

①     を押します。 
 
② カーソルキーの上下を押します。（上:音量アップ 下:音量ダウン）    
 
③          を押します。 

スピーカ 

スピーカ 

スピ-カ音量調整 

スピ-カから音が出ている時に 
カーソルキーの 
上下で音量を調整します。 

スピーカ 

スピ-カボタンを押します。 

スピーカから音が出ている状態でのみ変更する事が可能です。 

スピーカ 

スピ-カボタンを押します。 



Copyright © NTT Communications Corporation. All right reserved. 18 

便利な使い方 

 4-3 ～着信音量の調整～ 
4.各種調整 

① 着信中にカーソルキーの上下を押します。（上:音量アップ 下:音量ダウン） 
 
② 通話を終了します。通話終了後も調節した受話音量は保持しています。     

着信音量の調整は電話機への着信中のみ変更する事が可能です。 

受話音量調整 

通話中にカーソルキーの 
上下で音量を調整します。 

着信中 
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便利な使い方 

 4-4 ～受話音量の調整～ 
4.各種調整 

① 通話中にカーソルキーの上下を押します。（上:音量アップ 下:音量ダウン） 
 
② 通話を終了します。通話終了後も調節した受話音量は保持しています。     

受話音量の調整は通話時のみ変更する事が可能です。 

受話音量調整 

通話中にカーソルキーの 
上下で音量を調整します。 

通話中 
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高度な使い方 
1.電話帳からの発信 
① カーソルボタンの右を押します。 
   －[電話帳]画面が表示されます。 

 
② ダイヤルボタンを【1→4→5】の順番で押します。 
   （ 数字を押すことで、画面に表示されている項目を選択しており、 
    [①検索] → [④その他] → [⑤フリガナ] と進んでいます。） 
 
③ ダイヤルボタンを操作し、検索したい発信先のフリガナを入力してください。 
  入力後、カーソルボタンの中央ボタンを押すことで検索を実行します。 
 
④ 目的の発信先にカーソルを合わせた状態で、受話器を上げてください。 
  その状態でカーソルボタンの中央ボタンを押すと、相手先に発信することができます。 

再/短 フリガナを入力してください  

検索したい発信先のフリガナ
を入力した後、検索を実行 

カーソルボタンの右を押すと、 
[電話帳] 画面が表示されます。 
【1→4→5】の順でボタンを 
押します。 

通話開始 カーソルボタンの中央を 
押すと、発信します。 

発信先を選択した状態で、 
受話器を上げます。 

×××× 

検索画面 

再/短 
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高度な使い方 
2.履歴からの発信 
2-1 ～発信履歴の表示～ 

発信履歴は、最大50件まで記憶できます。50件を超えたときは、古い履歴から順に消去されます。 
 

① 時計表示中に     ボタンを押します。 
  メニュー画面が表示されます。  
 

②    を押すか、カーソルで発信履歴を選んで 
        を押します。 
 

③履歴メニューが表示されます。 
 

④  発信履歴を押すか、カーソルで発信履歴を選んで 
   を押します。メモ：手順③に戻る時は    を押します。 
 

⑤   を押して、表示をスクロールする 
           履歴番号が小さいほど、新しい履歴となります。 
       :履歴番号を戻す         :履歴番号を進める 
  
 
 

メニュ 
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高度な使い方 
2.履歴からの発信 
2-2 ～発信履歴からの発信～ 
① 時計表示中に     ボタンを押します。 
  メニュー画面が表示されます。  
 

②    を押すか、カーソルで発信履歴を選んで 
        を押します。 
 

③履歴メニューが表示されます。 
 

④  発信履歴を押すか、カーソルで発信履歴を選んで 
   を押します。メモ：手順③に戻る時は    を押します。 
 

⑤   を押して、表示をスクロールする 
           履歴番号が小さいほど、新しい履歴となります。 
       :履歴番号を戻す         :履歴番号を進める 
 

⑥ を押します。 
 

⑦ 受話器を上げます。 
 

⑧ 相手がでたら通話を開始します。 
 
  
 
 

メニュ 
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高度な使い方 
2.履歴からの発信 
2-3 ～着信履歴の表示～ 
① 時計表示中に     ボタンを押します。 
  メニュー画面が表示されます。  
 

②    を押すか、カーソルで発信履歴を選んで 
        を押します。 
 

③履歴メニューが表示されます。 
 

④  着信履歴を押すか、カーソルで着信履歴を選んで 
   を押します。メモ：手順③に戻る時は    を押します。 
 

⑤   を押して、表示をスクロールする 
           履歴番号が小さいほど、新しい履歴となります。 
       :履歴番号を戻す         :履歴番号を進める 
  
 
 

メニュ 

不在着信履歴／着信履歴は、あわせて最大50件まで記憶できます。50件を超えたときは、古い履歴から 
順に消去されます。 
同じ相手から複数の着信があった場合でも、履歴は上書きせず記憶されます。 
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高度な使い方 
2.履歴からの発信 
2-4 ～着信履歴からの発信～ 
① 時計表示中に     ボタンを押します。 
  メニュー画面が表示されます。  
 

②    を押すか、カーソルで発信履歴を選んで 
        を押します。 
 

③履歴メニューが表示されます。 
 

④  着信履歴を押すか、カーソルで着信履歴を選んで 
   を押します。メモ：手順③に戻る時は    を押します。 
 

⑤   を押して、表示をスクロールする 
           履歴番号が小さいほど、新しい履歴となります。 
       :履歴番号を戻す         :履歴番号を進める 
 

⑥  を押します。 
 

⑦ 受話器を上げます。 
 

⑧ 相手がでたら通話を開始します。 
  
 
 

メニュ 



Copyright © NTT Communications Corporation. All right reserved. 25 

高度な使い方 
2.履歴からの発信 
2-5 ～不在着信履歴の表示～ 
① 時計表示中に     ボタンを押します。 
  メニュー画面が表示されます。  
 

②    を押すか、カーソルで発信履歴を選んで 
        を押します。 
 

③履歴メニューが表示されます。 
 

④  不在着信履歴を押すか、カーソルで不在着信履歴を 
  選んで  を押します。 
   メモ：手順③に戻る時は    を押します。 
 

⑤   を押して、表示をスクロールする 
           履歴番号が小さいほど、新しい履歴となります。 
       :履歴番号を戻す         :履歴番号を進める 
  
 
 

メニュ 

不在着信履歴／着信履歴は、あわせて最大50件まで記憶できます。50件を超えたときは、古い履歴から 
順に消去されます。 
同じ相手から複数の着信があった場合でも、履歴は上書きせず記憶されます。 
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高度な使い方 
2.履歴からの発信 
2-6 ～不在着信履歴からの発信～ 
① 時計表示中に     ボタンを押します。 
  メニュー画面が表示されます。  
 

②    を押すか、カーソルで発信履歴を選んで 
        を押します。 
 

③履歴メニューが表示されます。 
 

④  不在着信履歴を押すか、カーソルで不在着信履歴を 
  選んで     を押します。 
        メモ：手順③に戻る時は    を押します。 
 

⑤   を押して、表示をスクロールする 
           履歴番号が小さいほど、新しい履歴となります。 
       :履歴番号を戻す         :履歴番号を進める 
 

⑥  を押します。 
 

⑦ 受話器を上げます。 
 

⑧ 相手がでたら通話を開始します。 
  
 
 

メニュ 
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高度な使い方 
3.着信転送 

以降の着信は転送設定を解除するまで転送先へ着信し続けます。 

3-1 ～不在転送を設定する～ 
① 受話器をあげます。（または    を押します。） 
 

② 転送を設定する内線ボタンまたは、外線ボタンを押します。  
 

③ ソフトキーの【不在転送】を押します。 
 

④ 特殊発信音（ツツツ・・・）が聞こえます。 
 

⑤ 転送先番号をダイヤルします。※転送先を100にすることで留守番サービスが利用できます。 
 

⑥ 不在転送設定音（ピー）が受話機から聞こえ、電話機画面に転送セットと表示されます。 
 

⑦ 受話器をおろします。（または    を押します。） 
  （転送設定されたボタンは緑点滅） 

スピーカ 

スピーカ 

受話器を上げる 設定完了 
設定音（ピー音） 

  

ピー 

受話器を下ろす 転送設定したい 
ボタンを押す ソフトキー「不在転送」に 

続いて転送先の番号をダイヤル 

 
 

 20１３年 １月 1日（月）  AM10:00 
 不在   ﾋﾟｯｸ              ＞＞＞ 
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高度な使い方 
3.着信転送 
3-2 ～不在転送を解除する～ 

① 受話器をあげます。（または    を押します。） 
 

② 転送を解除する内線ボタンまたは、外線ボタンを押します。  
   －転送設定されているボタンは緑点滅     
 

③ ソフトキーの【不在転送】を押します。 
 

④ 不在転送解除音（ピー）が受話機から聞こえ、電話機画面に転送リセットと表示されます。 
 

⑤ 受話器をおろします。（または    を押します。） 

スピーカ 

スピーカ 

受話器を上げる 解除完了 
設定音（ピー音） 

  

ピー 

受話器を下ろす 転送解除したい 
ボタンを押す ソフトキー「不在転送」を

押す 

 
 

 20１３年 １月 1日（月）  AM10:00 
 不在   ﾋﾟｯｸ              ＞＞＞ 

転送解除を忘れた場合は転送先へ継続的に着信し続けてしまいますので 
転送を解除したボタンの緑点滅が消灯している事を確認してください。 
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高度な使い方 
3.着信転送 
3-3 ～不応答転送を設定する～ 

① 受話器をあげます。（または    を押します。） 
 

② 転送を設定する内線ボタンまたは、外線ボタンを押します。  
 

③ ソフトキーの【不応答転】を押します。               
  ※ディスプレイに表示が無い場合、ソフトキーの     を押して次画面を表示させてください。 
 

④ 特殊発信音（ツツツ・・・）が聞こえます。 
 

⑤ 転送先番号をダイヤルします。 ※転送先を100にすることで留守番サービスが利用できます。 
 

⑥ 不応答転送設定音（ピー）が受話機から聞こえ、電話機画面に転送セットと表示されます。 
 

⑦ 受話器をおろします。（または    を押します。） 

スピーカ 

スピーカ 

受話器を上げる 設定完了 
設定音（ピー音） 

  

ピー 

受話器を下ろす 転送設定したい 
ボタンを押す ソフトキー「不応答転」に続いて 

転送先の番号をダイヤル 

 
 

 20１３年 １月 1日（月）  AM10:00 
 不在   ﾋﾟｯｸ              ＞＞＞ 

電話機への着信時に話中時だった場合に指定された転送先に転送されます。 
以降の話中時にかかってきた着信は転送設定を解除するまで転送されます。 

＞＞＞ 
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高度な使い方 
3.着信転送 
3-4 ～不応答転送を解除する～ 

① 受話器をあげます。（または    を押します。） 
 

② 転送を解除する内線ボタンまたは、外線ボタンを押します。     
 

③ ソフトキーの【不応答転】を押します。 
 

④ 不応答転送解除音（ピー）が受話機から聞こえ、電話機画面に転送リセットと表示されます。 
 

⑤ 受話器をおろします。（または    を押します。） 

スピーカ 

スピーカ 

受話器を上げる 解除完了 
設定音（ピー音） 

  

ピー 

受話器を下ろす 転送解除したい 
ボタンを押す ソフトキー「不応答転」を

押す 

 
 

 20１３年 １月 1日（月）  AM10:00 
 不在   ﾋﾟｯｸ              ＞＞＞ 
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高度な使い方 
4.着信音の変更 

① 時計表示中に   を押して、メニュー画面を表示します。 
 

② カーソルで端末設定を選んで   を押します。 
 

③  ﾕｰｻﾞ設定を押すか、カーソルでﾕｰｻﾞ設定を選んで   
      を押します。 
 

④  着信設定を押すか、カーソルで着信設定を選んで 
    を押します。  
 

⑤  着信音を押すか、カーソルで着信音を選んで 
    を押します。 

 
⑥ 外線からの電話に対して設定する場合は   外線を押すか、 
  カーソルで外線を選んで  を押します 
  内線からの電話に対して設定する場合は   内線を押すか、  
  カーソルで内線を選んで  を押します。 
 

⑦ 着信音をカーソルで選択します。 
 

⑧ 選択した着信音が鳴動するので    を押します。  

メニュ 着信音一覧 

外線または内線から電話がかかってきたときの着信音を14 通りの中から選択出来ます。 
変更をする場合には、メニューから選択出来ます。 
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